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世界的にも認知されている日本の「かわいい」文化。本書は、18 世紀の英国
で誕生した「ファンシー・ピクチャー」の成立と発展を検証し、そこからカレン・
キリムニックや、現代日本の奈良美智、村上隆などの「かわいい系」の美術、ハ
ローキティのようなポップ・カルチャーに繋がる系譜を紐解こうとするものである。

ファンシー・ピクチャーとは、主に子どもをモティーフとした風俗画の一種
で、見る者の情緒に訴えかけるようなタイプの絵を指す。英国王立芸術院の初代
会長を務め、自身も多くのファンシー・ピクチャーを描いたジョシュア・レノル
ズ（1723-1792）が、1788年の『第十四講話』で、トマス・ゲインズバラ
（1727-1788）の一連の作品をファンシー・ピクチャーと括ったことからこの
名称が定着したともされる。ロココ画家のフィリップ・メルシエが英国にもた
らした、また、起源に関してはジョルジョーネやカラヴァッジョまで遡る、と
の見方もある。

本書は、英国におけるこの分野の二大巨頭、ゲインズバラとレノルズ、そし
て、一時人気が衰えたファンシー・ピクチャーを19世紀に復興させたジョン・エ
ヴァレット・ミレイ（1829-1896）を中心に論考を展開していく。さらに、ラ
ファエル前派の画家たちと交流のあった写真家、ジュリア・マーガレット・キャ
メロン（1815-1879）や、思春期前の少女にこだわりを持っていたルイス・キ
ャロル（1832-1898）、フィンランドの女性画家ヘレン・シャルフベック
（1862-1946）をファンシー・ピクチャーとの関係から考察する。

特にゲインズバラとレノルズに関しては、時代的に先行するヴァン・ダイク、
レンブラント、ムリリョ等との関係はもちろん、同時代フランスの風俗画家、ジャ
ン＝バティスト・グルーズとの同異などが語られる。さらに、ファンシー・ピクチ
ャーの予型として、トローニー（頭部習作）の販売があったこと、また、 描いたフ
ァッションが古びることを恐れて肖像画のモデルにあえて前時代の衣装を着せる「フ
ァンシー・ドレス・ポートレート」の成立があったことなど、二人に影響したであ
ろうさまざまな要素が丁寧に説かれる。

本書表紙のミレイ作《チェリー・ライプ》（1879）は、新聞への複製版画の
折り込みなど、商業的な展開で成功を収めた作品だが、レノルズの《ペネロピ
ー・ブースビー》（1788頃）から直接の影響を受けている。そのレノルズも
《無垢の時代》（1785頃）等で、版画や葉書を始めとする数えきれないほどの
複製商品を作った。こうしたメディア戦略によって、多くの家庭に英国風の「か
わいい」が広がったという。

商品としてのファンシー・ピクチャーはキッチュなものとしてみなされて顧み
られなくなってしまうが、やがてそのキッチュさは、ポップ・アートによって肯
定されていくことになる。そしてついには、現代日本で「かわいい」に姿を変
え、ポップ・カルチャーとして本格的に息を吹き返したのである。
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